
滋
賀
県
知
事
表
彰

☆
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　
　

嶋
村　

昌
宏

☆
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　
　

赤
澤　

秀
男

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

☆
功
績
章
（
15
年
）

　

団　

員　
　

山
口　

学

☆
勤
続
章
（
20
年
）

　

分
団
長　
　

赤
澤　

秀
男

☆
勤
続
章
（
10
年
）

　

副
分
団
長　

奥
村　

勝

　

団　

員　
　

﨑　

雅
士

　

団　

員　
　

上
床　

正
臣

　

団　

員　
　

中
西　

篤

　

団　

員　
　

山
　

庄
平

　

団　

員　
　

岡　
　

勇
人

　

団　

員　
　

岡
本　

卓
也

　

団　

員　
　

山
口　

卓
也

☆
消
防
団
活
性
化
対
策
精
励
表
彰

○
金
章

　

班　

長　
　

岡
村　

忠
英

○
銀
章

　

班　

長　
　

竹
村　

宗
和

　

班　

長　
　

髙
木　

大
輔

　

団　

員　
　

八
木　

幸
夫

○
銅
章

　

班　

長　
　

三
添　

琢
也

　

団　

員　
　

水
本　

哲
也

　

団　

員　
　

佐
治　

誠
一
郎

　

団　

員　
　

木
田　

武
志

　

団　

員　
　

市
岡　

寛
行

　

団　

員　
　

古
道　

祥
彦

　

団　

員　
　

山
下　

智
司

　

団　

員　
　

吉
田　

拓
哉

　

団　

員　
　

渡
邉　

稔

　

団　

員　
　

朝
岡　

綱
達

　

団　

員　
　

井
上　

正
典

　

団　

員　
　

木
村　

健
志

　

団　

員　
　

石
山　

道
久

滋
賀
県
消
防
協
会

　
　

日
野
支
部
長
表
彰

☆
勤
功
表
彰
（
８
年
勤
続
）

　

副
分
団
長　

藤
岡　

功

　

班　

長　
　

相
坂　

創
志

　

団　

員　
　

川　

亮

　

団　

員　
　

落
合　

竜
司

　

団　

員　
　

東　
　

武
司

日
野
町
長
・

　

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

☆
功
労
章

　

分
団
長　
　

杉
村　

正
明

退
職
者
感
謝
状
贈
呈

○
15
年
か
ら
30
年
勤
続
感
謝
状

　

元
班
長　
　

三
　

修

○
５
年
以
上
勤
続
感
謝
状

　

元
分
団
長　

清
水　

雅
司

　

元
班
長　
　

辻　
　

俊
彦

　

元
班
長　
　

村
島　

貴
平

　

元
班
長　
　

牧
野　

和
也

　

元
班
長　
　

植
田　

真
之
介

　

元
班
長　
　

吉
川　

礼
二

　

元
団
員　
　

山
口　

光
弘

　

元
団
員　
　

松
尾　

憲
一

　

元
団
員　
　

吉
澤　

典
昭

　

元
団
員　
　

辻
田　

秀
樹

　

元
団
員　
　

本
道　

信
行

　

元
団
員　
　

福
永　

春
樹

　

元
団
員　
　

小
西　

康
文

　

元
団
員　
　

竹
内　

秀
樹

　

元
団
員　
　

藤
﨑　

洋
平

　

元
団
員　
　

西
村　

穂
高

　

元
団
員　
　

岡
田　

和
裕

　

元
団
員　
　

藤
田　

博
也

日
野
町
長
表
彰（
５
年
勤
続
）

　

班　

長　
　

古
澤　

修

　

班　

長　
　

竹
村　

宗
和

　

団　

員　
　

水
本　

哲
也

　

団　

員　
　

岩
谷　

興
太
朗

　

団　

員　
　

廣
嶋　

貴
明

　

団　

員　
　

吉
澤　

庸
一

　

団　

員　
　

橋
本　

昌
明

　

団　

員　
　

植
村　

和
也

　

団　

員　
　

塚
本　

栄
一

　

団　

員　
　

野　

貴
紫

　

団　

員　
　

栗
田　

聡

　

団　

員　
　

川
邉　

篤
史

　

団　

員　
　

新
海　

清
隆

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

　

団　

員　
　

門
谷　

拓
茂

　

団　

員　
　

吉
澤　

善
友

　

団　

員　
　

木
田　

武
志

　

団　

員　
　

廣
嶋　

貴
明

　

団　

員　
　

太
田　

啓
志

　

団　

員　
　

杉
村　

大
樹

　

団　

員　
　

川　

忠
男

　

団　

員　
　

長
束　

宣
雄

　

団　

員　
　

堀
井　

保
昌

　

団　

員　
　

山
田　

浩
嗣

　

団　

員　
　

柊　
　

修

　

団　

員　
　

井
上　

澄
重

　

団　

員　
　

木
村　

慶

　

団　

員　
　

井
戸　

学

　

団　

員　
　

戸
田　

憲
志

　

団　

員　
　

松
本　

祥
吉

　

団　

員　
　

東　
　

重
考

　
1
月
10
日
（
日
）、
日
野
小
学
校
体
育
館
で
令
和
3
年
滋
賀
県
消
防

協
会
日
野
支
部
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
内
容
と
規
模
を
縮
小
さ
れ
、
式
典
の

み
と
し
、
日
野
町
消
防
団
員
約
30
人
が
参
加
し
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
や
訓
練
等
の
功
績
を
称

え
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

滋
賀
県
消
防
協
会
日
野
支
部
消
防
出
初
式

決
意
新
た
に
…
「
災
害
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
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町
で
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
、
そ

の
地
域
の
魅
力
で
交
流
人
口
お
よ
び
定
住
者
人
口
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
持
続
発
展
可
能
な
地
域

と
な
る
よ
う
、
平
成
27
年
度
に
「
日
野
町
く
ら
し
安
心

ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
4
つ
の
基
本
目

標
と
50
の
施
策
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

住
民
・
団
体
代
表
・
有
識
者
の
方
々
に
よ
る
総
合
計
画

懇
話
会
総
合
戦
略
検
証
分
科
会
で
、
4
つ
の
基
本
目

標
ご
と
に
取
り
組
み
内
容
や
評
価
に
係
る
協
議
を
重

ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
50
施
策
の
う
ち
、
36
施
策
は
「
Ａ（
優

れ
て
い
る
）」、
13
施
策
は
「
Ｂ（
実
施
で
き
て
い
る
）」、

1
施
策
は
「
Ｃ（
工
夫
が
必
要
）」
と
の
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」
は
、

令
和
2
年
度
中
に
新
た
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。
今

回
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
3
年
度
か
ら
、
新
た

な
「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」の
取
り
組
み
評
価
を
実
施

「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」の
取
り
組
み
評
価
を
実
施

◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎0748-52-6552

令和元年度の取り組みの
検証の結果

※今回の検証結果は、町のホーム
ページでご覧いただけます。

Ｃ
（工夫が必要）

１

Ａ
（優れている）

36

Ｂ
（実施できている）

13

基本目標①
まちのたからで雇用を創る

　地域内経済循環の推進
　高齢者の生きがい創出など

　農業経営体の育成
　若者等の就職相談窓口の整備など

　つどいのひろば「ぽけっと」を整備し、就労
セミナー等の女性の就労支援を行いました。今
後は、さらなる雇用創出のため、まちの地域資
源を活かした地域内経済循環を生み出すことを
意識し地域経済の活性化を図るとともに、創業
者や就農者へのさまざまな支援が求められてい
ます。

Ａ評価（優れている）の施策

Ｂ評価（実施できている）の施策

基本目標③
結婚 ・ 出産 ・ 子育ての希望をみん
なで支えてかなえる

　子育て期間中の保護者の交流促進
　子育て支援員の確保
　交流できる場の充実など

　奨学金制度の充実　保育所の整備

　親同士や多世代が交流できる場の提供等の交
流促進を行いました。今後も、親同士や多世代
の交流を促進するとともに、結婚・出産・子育
て等に対する地域の取り組みを推進し、地域の
つながりを深めていくことが求められています。

Ａ評価（優れている）の施策

Ｂ評価（実施できている）の施策

基本目標②
出会いと発見で人の流れを作る

　空き家を活用した定住促進など

　体験型観光の推進
　観光受入体制の整備など

　空き地等を活用した定住促進

　農村生活体験（民泊）の町内小学生への拡大や、
移住者との懇談会を行いました。今後は、日野の
魅力を発信し、人と人との交流を生み出す農村
生活体験（民泊）をさらに推進することで、移住・
定住に結びつけていくことが求められています。

基本目標④
くらしやすい地域とつながり、 安心
して住み続けられるまちをつくる 

　進取のまちの推進　地域福祉活動の推進
　介護予防の促進・高齢者の自主的な活動支援
　など

　異分野・多世代交流の創出

　「おたすけカゴヤ」など、高齢者の活動支援を
行いました。今後は、積極的な地域活動への参
加を促進し、地域の力を高めることで、いつま
でもいきいきと元気で長生きできる地域をつ
くっていくことが求められています。

Ａ評価（優れている）の施策

Ｃ評価（工夫が必要）の施策

Ｂ評価（実施できている）の施策

Ａ評価（優れている）の施策

Ｂ評価（実施できている）の施策
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